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昭和62年度沿海鉱物資源探査コｰス集団研修はじまる

昭和62年度の本集団研修には11ケ国より18名の応募

者がありました.しかし研修定員の都合上それぞ

れの国から1名の研修員が選考され本年度は11ケ国

11名の研修員を迎えることにたりました.5月11目に

来日した研修員は2週間の一般研修と日本語研修を行

いあいさつ自己紹介は日本語でも十分できるように

なりました.そして6月1目からはここ筑波学園

都市の工業技術院内にある研究協力ゼソタｰにおいて技

術研修が行われています.技術研修は①基礎科目

②専門科目⑧石油特別科目④特別講義によって構成

され月に1度1週間肢いし10日間の野外実習およ

び研修旅行を行います.4ケ月間の講義実習後研

修員は各自それぞれの研究テｰマを選び2ケ月間の

個別研修を行い技術レポｰトを作成することに狂って

います.今年の研修員は石油探査の専門家が2名

陸上地質の専門家が4名海洋地質地球物理の専門家

が5名でいずれも自国において沿海鉱物資源探査の第

一線で活躍している人達あるいはこれから自国にお

いて沿海鉱物資源探査をはじめようとする人達です.
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そのため意欲的で熱気ある研修がつづけられていま

す.

日常生活でも来日して2ケ月がたち日本の生活に

もすっかり慣れた様子で誰彼かまわず“英語わかりま

すか?"と得意の日本語で話しかける者北海道の研修

旅行で習った｢好きです札幌｣という歌の口調でいつ

も｢好きです○○｣と口ずさむ者だどいてにぎやかた

毎日です.

それでは今年の賑やかなメンバｰを御紹介いたしま

しょう.
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韓国科学技術院海洋研究所
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トルコ石油分社(木下)

フィジｰのクｰデタｰと専門家派遣

海洋地質部の奥田義久技官は｡coP/soPAcへの

JICA派遣専門家として6月29目にフィジｰへ赴任し

ました.1年間の予定です.

話は少し古くたりましたが出発までに色六とトラブ

ルのあったケｰスですのでその経緯について触れてお

きたいと思います.

頭初の出発予定は5月6日でしたがフィジｰ政府か

らのアクレマソカミ遅れ5月22目にズレ込みました.

ここまでは良くあるケｰスです.ところが出発直前

になってフィジｰ国内にクｰデタｰが勃発しました.

このためJICA総裁よりフィジｰへの渡航見合せの通

達が出され奥田技官の出発は宙ぶらりんの状態にたっ

てLまいました.この問すでに出発準備を整え生

活用品の発送まで終っていた同技官のイライラはつのる

ぽかり.連日のように当室に現れ英字新聞の関連記

事に見入っている姿は端で見るのも気の毒なほど.でし

た.報道されるフィジｰの状況は一向に好転しませ

ん.しかしSOPACは国際機関でたまたま事務局

がフィジｰにあるだけですからフィジｰ政府の政変と

は無関係のはずです.そこでSOPACの事務局長を
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通じて在フィジｰ日本大使館へ同局の業務状況を説明

し日本からの専門家派遣の早期実現を働きかげても

らうことにしました.これが功を奏し結局は冒頭の

ように6月29日の出発にこぎつけるに至ったわげです

カミ現地の様子はやはり好ましいものではなかったよう

です.以下に紹介する奥田技官からの第一報がその辺

の事情を生次しく伝えています.

最近の手紙によってもその後の状態はあまりはかぽ

かしくないとか.生活環境の不安定は仕事上も精神面

でも良かろうはずがありません.好漢のためフィジｰ

情勢の一目も早い回復を祈るものです.(遠藤)

無事フィジｰに到着しました.ナンディｰは観光客

が殆んどいなく3年前の観光都市のイメｰジは全くあ

りません.一一種のゴｰストタウンで治安も悪そうで

す.ナンディｰ～スバの飛行機は乗客数が少ないと欠

航するためナンディｰで7時間も待たされましたが

乗った飛行機も定員の半分といったところです.この

間リｰジェントホテルやゲｰトウェｰホテルにも行って

みましたが客が全くだくレストランバｰも休業状

態です.それに反してスバの昼間は全く3年前と変っ

ていません.しかし夜はゴｰストタウン的で外出する

気になれま喧んでした.(中略)

フィジｰの外貨車庫カミ悪く(中略)先目突然フィジｰ

ドルの切り上げがありこわくてフィジｰドルを持って

いられません.したカミって金欠感がつのって何かと不

便た毎日を送っています.JICAの現地業務費は大幅

に目減りしそうですがJICA規定に従ってフィジｰド

ルに換金しますので何もしたいでマイナスにたる感じ

です.(中略)

カナダから赴任した人はプｰイシｰドルの変化のため

もう帰国したいといったり｡cOP/SoPAcの海外族費

も目減りし｡coP/SoPAc内部も今はガタガタしてい

ます.(後略)(奥田義久)
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